
第 1 回 外来生物分布拡大調査の勉強会 

コモチカワツボ 
ニュージーランド原産のカワニナ幼貝に似

た微小な淡水巻貝で，ホタルの放流等によっ

て分布を拡げたともいわれています．川底の

石を覆いつくし付着藻類の光合成生産の大

部分を食べてしまうこともあり，魚のアユを

含めた生態系への影響が危惧されます． 

撮影：石綿進一

 淡水産外来無脊椎動物の生息地は川の水

系ごとに孤立しているので，普及啓発によっ

て分布拡大を止められる可能性も高いと思

われます．この分布拡大をモニタリングする

試みが岩崎（奈良大学）・竹門（京都大学）

の両氏によって構想されており，分布拡大の

モニタリング活動を普及し，共通の方法での

調査や分布状況の公開などを行う仕組みを

つくろうと勉強会を企画しました．  

外来生物の分布拡大調査に興味を持っておられる個人や団体の市民の方，研究者，行政関係の方はご参加く

ださい．分布拡大阻止と侵入前の警戒のため，特に未分布地域の方の参加もお待ちしています． 

 

2008 年 6 月 15 日（日） 湯河原観光会館 小会議室 

神奈川県足柄下郡湯河原町宮上 566 

 

＜プログラム＞ 

午前 10 時開始 

・まだまだわかっていない外来淡水産無脊椎動物の全国的な分布状況：現状 と課題． 

       岩崎敬二・奈良大学 

・神奈川県内の淡水外来生物の状況について概要．  

       園原哲司・向上高校，石綿進一・シルク博物館（元神奈川県環境科学センター勤務） 

・分布拡大を止めるために何ができるか，調査セグメント図，対象種，結果のイメージ，など． 

       小池文人・横浜国立大学 

・コモチカワツボの野外での見つけ方と同定，生態と生物学的特徴，非意図的に持ち出さない 

 ための方法（長靴の取り扱い，水草の持ち運びの危険性，すでに侵入している注意すべき場所） 

       園原哲司・向上高校 

・関東や全国の調査への参加受付（団体，個人どちらでも可能です） 

午後 湯河原市内の千歳川にて現地見学，長靴や網の消毒実習．  園原哲司・向上高校 

 

案内者： 園原哲司・向上高校 

主 催： 外来生物分布拡大予報研究会  

     横浜国立大学 グローバル COE 「アジア視点の国際生態リスクマネジメント」 

 

申し込み： 定員 30 名，無料． 
氏名，連絡先，所属団体（もしあれば）などの情報を添えて下記までお申し込みください． 

小池文人， 〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-7 横浜国立大学環境情報研究院 

Fax 045-339-4356 koikef@ynu.ac.jp  

 

お知らせホームページ（外来生物分布拡大予報研究会） http://vege1.kan.ynu.ac.jp/forecast/ 
いち 

今後の勉強会の予定： 第 2 回 カワヒバリガイ 2008 年夏，手賀沼・利根川．案内者：山室真澄・東京大学，伊藤健二・農業環境研究所 

第 3 回以降 フロリダマミズヨコエビ，外来カワリヌマエビ（ミナミヌマエビ），タイワンシジミ，外来プラナリア など 


